












まえがき

　脳性巨人症(以下 CG と略)は,1964 年に Sotos により初めて 1 症候群として

提唱され以下のような特徴がある。(1)発達上の特徴即ち,生下時より身長体重

が大きく,乳幼児期早期に骨年令の促進を伴い加速的発育をとげる,歯芽の崩出

が早く,性的発達は正常で,成人に達するとほぼ標準の体格となる。(2)いくつ

かの身体的特徴即ち,長頭傾向のある大頭症,高口蓋.下顎突出,大きな手足など

末端肥大症的特徴,腕幅が長いなどを有する。(3)種々の程度の知能障害がある。


